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学 会 ニ ー ス

■ 第5回 大 会

昭和39年11月15日,16日 の両日,京 都大学楽友会館に各地,各 分野より会員

多数参加 し,よ り充実 した大会をもち得た こ とを会員諸氏 と共によろこびた

い。分野の多様性 とそれぞれの分野相互の関連性,さ らには,デ ザイン以外の

分野 との重な りあいの問題など,教 えられた点,非 常に有益ではあったが,そ

れだけにまた,わ れわれの直面 しているデザインの諸問題を解決することの難

解 さを改ためて痛感したのである。

総 会ではとくに学界としての今後の運営の基礎である財政の問題が とりあげ

られ,そ の面か らの充実として,積 極的な意見が交換された。また,事 務局の

移転,新 役員については,本 誌の く事務局からのお知 らせ〉 をご覧ねがいた

いQ

なお,大 会スケジユールを下記にまとめてご報告いたしますが,研 究発表に

ついて,発 表者にその要旨をおねがいしましたが,全 部の原稿 を頂載すること

ができず4名 の方のみの要旨を掲載 させていただ くことにいたしました。

ここにお詫びいたします。
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11月15日(金)於 京都大学楽友会館

10.00研 究 発 表

心象表現 としてのべーシツクデザイン教育 池 内 登

11.30建 築 に於 る機 能の表現について 長 部 謙 吾

11
12:3°30第5回 総 会

13.00研 究 発 表

家具計画の基礎的考察 白木 小三郎
一 アパー ト居住者層の家具所有状況調査 を申心 として一 下河内 信子

14.50工 業 デザ インの周辺 宮 島 久 七

15.00シ ンポ ジウム(デ ザ イン教育)司 会 山 崎 勝 弘

16.30

11月16日(土)於 京都大学楽友会館

9.30研 究 発 表

照度変化に ともな う色彩 の見 え方 について 向 井 裕 彦

デザ イン教育 システムの試論 東 政 美

12.30ビ ル内に建 てる茶室 について 宇都宮誠太郎

13.3°
15.00松 齷 購 鶲 観 学

15
16:3°30国 立近代美術鯨 都 分鯱 学(工 芸におけ・手 と贓)

17:°°
20.00懇 親 会

,

※ デ ザ イ ン教 育 に 於 け る 問 題 点

(心理 の形 象化 につ いて)

池 内 登

デザインの公共性,乃 至は,ビ ジユアル ・コミニケーシヨンと言 う言葉が常

識化されて来ている現在,デ ザイナーのビジユアル トリックによ りかかった行
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為が如何に無意味な ものであるかは言をまたない事である。しか しそうした現

実の中で,デ ザイン教育 を眺めて見た時,そ の姿は,基 礎デザインと,目 的デ

ザインの教育法の間に弁証法的な教育構造が見 られない事と,何 ら内容をもた

ない,技 術の トレーニングに堕したものであった り,又,デ ザイン活動に必要

な専門座学 と技術演習との間の非合理性が見受けられることである。

グロピウスがハムレットの中の言葉を引いて,「 頭 と心臓はもはや同じ血 を

分 けた ものではない」とし,今 日のデザイン教育が不統一な知識と創造能力 の

人格を育てあげている,と 指摘 しているの もこのあた りを言 うのであろう。 そ

こには,物 を造 る過程や技術に直接関与す る こ とによって教えられることな

く,教 示的観念的に教えられ美学的,論 理的偏重の様相があり,創 造的な理解

力は姿をひそめてしまっている。 しか もその上に悪い事には,ビ ジユアル トリ

ックが面白がられている。その為か 「社会的に分裂 してしまった今 日の世界に

視覚芸術を理解する為の共通の鍵は失われ,デ ザイナー達は悲しい孤立に悩ま

されている」(グ ロピウス)と し,「 視覚的伝達の手段の共通言語によって連

帯性の基礎が与えられる事により,デ ザイナー達が救われる事になる」とも述

べている。'

我々がここで考えるべ きは,単 一分散化 されて教 えられつつあるそれぞれの

座学と技術演習に秩序を もたせ る事であり,そ の技術演習に於ける発想の場 に

あっては,そ の活動のそれぞれの過程を通 じて,① 常に,人 間感情や精神構造

や,生 理的要求 と結 びつけられ,鹽形象化され得るような方法 を採用すべ きで あ

り,② 造形のパターンが構造体 として,そ れぞれの目的性に適合きれ得 る内容

や方向性を発見出来るよ うに指導すべ きである。

それはとりもなおさず,学 生達が自ら,目 的の条件に,造 形的なその適合点

の発見 と適合不可能点の修正 と言 う能力を培 う事 に な り,又 伝達の為の生理

的,心 理的な共通分母と,異 質分子を造形の中に発見する能力をもつ ことにな

るnこ のことが,創 造能力 と相俟って,独 断的,主 観的な解釈や,カ ビ臭い公
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式におちいることなく,一 般的な理解の為に必要な非個人的な立場が,そ のテ

ザイン活動の申で支配的要因として働 くことになるのである。

(註)ス ライ ドに見 られる生徒作品は,単 なる構成の トレーニングとしてで

はな く,具 象的,抽 象的表現を問わず総て,社 会観,世 界観等を感情

と結びつけて構成させている作品で,そ こには心理的状況が形象化さ

れている事実が強 く感じ取 られる。

※ ビル内に建 て る茶室 につい て

宇 都 宮 誠 太 郎

茶の湯は珠光以来利久や宗旦によってそれぞれ創案 され,と きには静寂の境

地を慕 う侘の茶,豊 公のけん爛たる茶,遠 州の高度な文化を示す書院の茶や,

また遺蓬庵のよ うな吉野太夫の粋な茶 もあり。 しか も当時の思想を背景とし

て,時 代と共に変 りつつ も今なお身近な日常生活の うちに残されている。また

茶室を構成 している自然材の温さは,新 しい科学の開 く建築の世界に も,数 寄

屋の優美を誇る日本の姿 として,ま た生活芸術 として世界の人々か ら愛せられ

ている。

数多い茶室の遺構が示すように,そ の壁面には変化の多い窓や出入口による

美 しい分割があり,そ の畳の敷 き廻 しや天井の工夫には,静 寂な部屋にもある

律動が感ぜ られ,ま た一輪の花に心を寄する床の間や,床 柱中柱などの取 り扱

いには美 しい空間が構成 されている。茶室の,ほ の暗い幽玄の境地には,た とえ

間狭な草庵とて も,神 仙のかなたにただよう無限の空虚が,我 々の心に開かれ

てくる。なお茶室の もつ,あ らゆる非相称形は室内に安らぎの心をいだかせて

いるとは言え,数 寄屋の美 しいモデュールはかえって,近 代的な生動ある生活
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空間を感 じさせるものがある。茶室の現実的構成は変 らなくとも,床 の間の擾

け軸の歌切れや懐紙などがか もし出す詩の世界には,亭 主の色々な幻想が感ぜ

られ,な お主客の行動によってっくられる,茶 のふんい きは無限である。むか

し戦乱に心の乱れを しず め,明 日への新 しい希望をいだかせ る武士の世界に

も,茶 室は心 と芸術へのまたとない境地であった。そして封建時代の庶民の日

常にも,茶 道の秩序と整頓とは,生 活を正 しく推進していた。また物質 と利慾

との闘争にあえぎ,機 械文明に追いつめられている私たちの心に も,今 なお茶

の湯に愛着が残 っている。 しかしそれは高 き文化を示す豪華な建築で もなけれ

ば,高 顧な道具にまつわる茶の湯でもない。全 く身近な住まいのうちに,家 族

が明日へのつとめに心の安 らぎをむさぼるひと時である。自分はこうした圍い

を静和室 と呼んでいる。しかしまた同時に一般社会の公共福祉施設 として,生

活文化の推進に寄与し時代に即応 した,日 本 の 古い伝統と新 しい創造 とによ

る,近 代茶室の建設 も必要ではなかろうか,今 度自分が東京神田の旅籠町新 日

通 ビルの八階に設計を依頼 された茶亭 もこうした企画であった。

建物は間口7.65m奥 行13.00m面 積99.45〃 ノの矩形の場所に建坪約50.00

㎡ の建物 と庭をつ くるのであったが,内 外露地は コンクリー トの四壁に囲ま

れた,青 天井 もな く季節や朝夕の変化 も感ぜ られない一郭内なので,庭 は緑樹

を用いず石組つ くばい石灯籠などによる石庭 とし,露 地の照明については,ア

クリライ ト板を貼 りつめ木製のルーバーをつけた,人 工のル ミナー リー リング

として青天井に代えたのであるが,庭 は白砂を敷 きつめて反射率を高め,壁 面

は聚楽壁や胡麻竹貼 りとして反射率を低 くし,庭 の照度は450ル ックス室内は

150ル ックス とし,何 れ も三段に切 り下げ朝夕のふんいきを演出されるように

し,部 屋の照明にはすべて和紙を透 した散光照明と間接照明方式をとり,ま た

露地や建物内の換気冷暖房湿度については,ビ ル内の施設を利用してその調節

をはかることとしたのである。

書院座敷は玄関 ・水屋の問 ・広間座敷とからな り,内 露地に面 して化粧天井
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の廂を深 く差 し延べ黒瓦四半敷のベランダを設け,吾 足石の手水鉢をその脇に

配 し,小 さな噴泉 としたのであるが,こ の座敷は本席に対する寄 りつ きや待合

に用いられ,時 には社員の茶や花の稽古場として も使用出来 るよ うにした。ま

セ本席は四畳半席の他に水屋 と玄関の間 とを付設し,正 式の茶事が営まれるよ

うな設備をしたのである。なおこれらの詳細にっいては,成 安女子短期大学紀

要第五号掲載の寄稿にゆずることとする。

uデ ザ イン創造 力の構造 について

東 政 美

デザ イ ナー育 成 とい う教 育 上 の 立場 か ら,デ ザ イ ン創 造 力 の構 造 に つ い て考

察 して み た。

それ は,造 形 デ ザ イ ンに お け る創 造 力 の 構 造 を解 明 して い った ら,或 い は そ

の根 底 を培 うた め の有 力 な手 がか りが 掴 め るの で は ない か,と い う理 由 か らで

あ る。

た また ま,工 業 デ ザ イ ンの プ ロセ ス につ いて 調 査 を して い るの で,当 然 工業

デザ イナ ー の能 力分 析 とい う こ とに及 び,そ れ か らヒ ン トを得 て,大 変 難 解 で

雲 をっ か むよ うな,創 造 力 の構 造究 明 に発 展 した わ け で あ る が,一 口 に い う

と,つ ま り,デ ザ イ ン創 造 力 の 構 造体 とで もい うべ き もの は,造 形 力,デ ザ イ

ン感 覚,直 観 力,デ ザ イ ン理 念,デ ザ イ ン知 識,表 現 技 術 を基盤 と し,そ れ ら

を助 長 し,振 張 せ しめ る作 用 をな す表 現 力,審 美 力,感 受 性,想 像 力,分 析,

力,応 用 力 等 の 力 を得 て,平 面 的 な拡 大 をみせ,そ の基 盤 に た ち,こ れ らに支

え られ,複 雑 にか らみ あい 乍 ら,中 心 に お い て 創造 の営 みが 生 じ,立 体 的 なた
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かまりをなすのではないか。 ちょうど六角錐のような形 を想像するのである。

この構造体 を仮 りに,デ ザイン創造力の構造体だと想定して,あ らゆる角度か

ら検討を加えてみると,い ろんな意味でうまく解決がつく。

つま り,前 述 した諸能力のどの要素が欠けて も,こ の構造体の形はくずれる

であろうし,ま た基盤が美 しく整っていて も,創 造の営みがなされなかったな

らば,単 に見せかけだけの底の浅いものに終 ってしまう。逆に創造力はあるけ

れ ども,造 形力に欠ける場合はすでに造形デザイナーとしては不適格 というこ

とになろう。

調和のとれたしか も,全 客的に増大する可能性をもったデザイン創造力の芽

を培 うためにいかなる働きかけや,準 備がなされればいいかは,こ の構造体を

もとに して,さ らに仔細な検討を加え,細 部に亘っての追究をしていったら或

る程度の答は描 きだせるように思われる。 もしか したら,数 式 として割 りだせ

るのではないかとすら考えるが,し かしこれは少し極端なようだ。

そして,そ の答 を基調にしての,正 しい適切な教育システムの樹立 こそが最

終の目的である。

以上の構想を裏づけるため,F工 業高校工業デザイン科のカリキユラムを爼

上にのせ,検 討を試みた。結果について詳細を記せないのはまことに残念であ

るけれ ども,一 応の目的は達することができ,ま た,こ の構造体のアイデアの

妥当性について も,あ る程度の確信を得た。

このアイデアを起点として,か ってのバウハウス教育を凌駕する壮大なデザ

イン教育の展開を夢みている。'

も
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※照度変化にともなう色彩の見え方について

向 井 裕 彦

1)日 常我々が色 を見 る場合,ま た色を比較する場合,そ の光源として蛍光灯

や電灯,ま た昼光の もとでの色の見え方にかな り神経質であるが,こ れ ら光源

の照度条件にともな う色刺激 の 変化については,比 較的無頓着である。 一般

に色の比較方法の条件 としては,試 料の面を標準の光(A,B,C)に よっ

て,い ちように照明 し,そ の面における照度は250Lux.以 上にして,ま ぶし

くない程度に止むべ きであると定め られ て い る。 しかしこれはあ くまで測色

における色の比較方法であり,実 際 に色 を見 る場合には,前 述条件以外の時

の方が多いわけであり,250LUx.以 下の低照度においても,色 を取 り扱 うわけ

である。つまり色に及ぼす照度条件を変えることによ り,色感覚 も当然変化する

と考 え られ,こ れ に と もな う色 刺 激 が どの よ うに変

るか を検 討 しな くて は な らな い。 しか し これ ら光 源

の 照度 条 件 に と もな う色 刺 激 の変 化 に っ いて は,比

較 的研 究 が な され て い ない 。 従 って 照度 変 化 の色 刺

激 に及 ぼす 影 響 に つ い て の実 験 が 必 要 で あ る と考 え

られ る。 本 実 験 にお い て はColorHarmonyMan-

ua1の 試 料 色 票 の う ち,5基 準 色(Yhue1'1/2pa),

(Rhue7pa),(Phue12pa),(Bhue14pa),

(Ghue21pa)及 び第1表 に 示 す試 料 番 号1～14の

各 色票 に よ り,被 験 者7名 を使 い,照 度 変 化 に よ る

色 刺激 の変 化 の測 定 をお こ な った 。 尚 実験 に使 用 し

た試 料 によ る色 の変 化 の 一般 的特 性 は,第2表 の 如

くで あ り参 考 ま で に 示 した。

2)結 論 を簡 単 に記 す と,(1)本 実 験 に お け る照 度 変

第1表

試 料

YYhueli2Pa

1〃Ob

2〃mb

3〃na

RRhue7Pa

4Rhue了 光nc

5〃Pa

610na

PPhue12Pa

7〃Pc

8〃ne

9〃nc

BBhue14Pa

101iiPc

11.〃nc

GIGhue21Pa

121iine

i13〃Pc

141"。,
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化(0～500Lux.)内 で は,基 準 色 は その 照 度 変 化 に 対 して,色 票 に表 わ し得

る色 差 を もった色 に変 化 す る。 ② 本 実 験 条 件 内 で は,色 彩 弁別 にお け る個 人 差

に相 当 な バ ラ ツ キ を認 め るが,各 色別 に 見 る と,Yellow・GreenはRed・

Purpleに 比 べ て,弁 別 閾 が大 きい。 す な わ ち照 度 変 化 に対 してYellow・

GreenはRed・Purpleよ り変 化 が しに くい。 逆 にRed・Purpleは 照度 変 化

に対 して 色 刺 激 が 変 化 しや す い。(3)照 度 変 化 に対 して 変 化 す る色 刺 激 は,ほ ぼ

明度 に よ る もの で あ るe

第2表

Color
Lux

Yellow RedPurple BlueIGreen
I

50 Pc(hue12) PC(hue14) PCorne

(hue21)

100 Ob(hued%) nc(hue7%) ne(ii)
5 / 1

150 mb(〃) pa(〃) 恨 ↓
200 曝 nc(ii) 1挙 /
250 博 黒 /
300 T na(ii) 味

増
nc(ii) T

350 t黒1味 す
1黒 }

400 na(ii) 増
す 膝 nc(ii)

450
1す

500 ↓ ↓ ↓ ↓

↓
15001 ↓ na(hue7) na(〃) //

//'

na(o)
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躪 研 究 例 会

関西意匠学会が昭和34年11月7日 に発足して以来,今 年で満5年 となりまし

た。その間,研 究例会は20回,大 会は今年で6回 を数えます。会員 も増え,

一般会員315名(学 生会員を含む)法 人会員18,賛 助会員1と なって居 りま

す。

研 究 発 表 会

第16回研究例会

口 時 ・昭和39年2月8日

場 所 ・大阪浪速短期大学(大 阪市東住吉区矢田照ケ丘)

発 表 ・「デザインと風土性」大阪浪速短期大学 田中健三

厂欧米の印象 」 大阪大丸デザイン室 広本大治

第17回研究例会

日 時 ・昭和39年4月25日

場 所 ・京都工芸繊維大学 ・工芸学部(京 都市左京区松ケ崎御所海道町)

発 表 ・厂イタ リーデザインと日本デザイン」東洋紡績KK.恵 美和昭

厂デザイン教育について」 京都市立美術大学 平田自一

第18回 研究例会

日 時 ・昭和39年6月27日

場 所 ・京都女子大学 ・家政学部(京 都市東山区東大路七条)

発 表 ・「イタリーの自動車デザインについて」ダイハッ工業KK柳 原良樹 ・

厂色彩研究のための調光設備について」京都女子大学 向井裕彦

第19回 研究例会

日 時 ・昭和39年7月25日

場 所 ・神戸公共学校共済組合 厂六甲荘 」(神 戸市生田区北野町)
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発 衰 ・厂集 と個について」野崎デザイン事務所 野崎南海雄'

厂広告業務における合理性」神戸新聞広告局 長谷 正行

第二〇回研究例会

,日 時 ・昭和39年9月26日

場 所 ・京都市立伏見工業高校(京 都市伏見区深草鈴塚町)

発 表 ・厂イン ドネシヤ美術」(主 にバチックについて)

京都市立美術大学 元井 能

厂デザイン雑感」 福永デザイン事務所 福永憲一

以上が約1ケ 年間の研究例会の経過であります。第16回 の大阪浪速短期大学

に於て催 されました際は,寒 中でもあり,冷 雨のなか,多 数参加 され,研 究発

表後学校当局のご好意により懇談会にビールが寄贈 され冬の夜長がを歓談 し盛

会裡に閉会 しました。第19回 の神戸にて催 されました研究会は,発 表終了後,

神戸地区幹事のお世話で翠甲園で懇親パーテーとなり,多 数の参加者で満員,

六甲より港の灯 を眺め,有 意義な一時を過 しました。此の稿を借 りて幹事諸氏

に厚 く御礼申し上げます。

圏 被服部会研究例会

被服部会第2回 研究例会

38年5月25日(土)於 京都女子大学

研究発表

厂江戸時代の小袖意匠について」

大 阪 市 大 中 島 清 子

要旨,江 戸時代(寛 文頃より元禄頃までの間)に おける小袖 の意匠につい

..



で,ま ずその推移 を眺め,そ の時代独自の意匠をかたちつ くるに至 った過程 を

当時の文化の荷担者であった町人達の生活感情 との関連において捉 落た。

その意匠は江戸時代前期の桃山的意匠か ら進展 して,町 人文化の興隆と共に

ある展開をみせ元禄的意匠を成立させたのであるが,そ の背後には,歌 舞伎風 監

俗の流行や意匠家の出現,町 人の経済的進出と社会的地位に対する抵抗等,様

々の歴史的な事実が存在 し,そ れらの中で形成 された彼等の生活を地盤として

実現した小袖は 厂きるもの」というより厂みるもの」として意図されたようで

あり,材 質の豊富さ,技 術の繊細さを求める方向に発展 して,謂 わば装飾性の

要素が強 くな り,小 袖の美 もその日常性を超えた場所において求められたもの

と解される。

r°tリエステル定着の人台(...)を 作 るまで」

京都女子大 浅 田 正 代

要旨,被 服の構成やモー ドの研究者は,そ の研究をする前に必ず人台(body)

を必要 とする。その人台を作るにあたり,自 分の要求する体型を如実にあらわ

すには如何に型をとるか ということが問題になる。そのため私がポリエステル

定着の人台を作って,こ れをデザインや縫製の授業に活用す るまでほぼ15年近

い年月を使った。定着の素材は,ポ リエステル,ベ ンゾールパーキサイ ド,ジ

メチルアニ リン,又 は,_y°リエステル,メ チルエチルケ トン ・パーキサイ ド,

ナフティン酸 コバル トであるが,こ れまでには次のタ うな段階を経たが,私 に

とってはどの時代 も現在 を支える貴重な体験なのである。

① 彫塑家に寸法どお り,リ アルに模作して もらう。

②10オ ンスのボール紙で平面製図による構成。

③ ガムテープを直接人体に張 りつけて型をとる。定着に石膏を使用。

④ ガムテープの原型に樹脂を上塗。
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⑤ ガ ム テ ー プ の原 型 に樹 脂 を中 塗。

⑥ 樹 脂 の変 化 を検 討 す る。

被 服 部 会 第3回 研 究 例 会

38年12月14日(土)於 京 都 女 子 大 学

研 究 発 表

厂ア メ リカ旅 行 談 一 ナバ ホイ ンデ ィア ンの

ク ラ フ トを申 心 と して(ス ライ ド使 用)」

'大 阪 市 大 中 嶋 朝 子

要 旨,NavajoIndianは 一 世紀 前 まで は7,000人 で あ った が ・ 今 日で は90・

000人 を超 えて い る とい うこ とで あ り,東 洋 的 な 容 貌 を して い る。 ロ ッキー 山

系 のNavajoCountryは ア リゾ ナの 北 東 ・ユ タの 南 東 ・ニ ュー メ キ シ コ の北

西 にま た が り,若 干 の野 生 の植 物 が 生 え,動 物 も住 ん で は い るが,寂 漠 た る土

と石 の ドラ マ テ ィッ クな地 形 を もった 世 界 で あ る。

ナバ ホ族 は 紀 元1000～1500年 に北 方 か ら南 西 へ と,狩 猟 と 食物 採 集 を して

生 活 しな が ら集 団 で 移 動 して きた半 ば 流 浪 の 民族 で あ る。 ニ ュー メ キ シ コの

Pueblo族 の住 ん で い る土地 に や って きた 時,彼 等 か ら農 業 ・は た織 ・宗教 的

行 事 な ど多 くを学 ん だ 。 そ して17世 紀 後 半 に は,彼 等 が 飼 って い た羊 の 毛 を原

料 と して,優 秀 な 織 物 の 製 作 を確立 し,彼 等 の衣 料 と して い た が,今 日で は

Rugと して旅 行 者 の土 蔭 物 とな って い る。私 は そ の ナバ ホ織 物 の 変 遷 を辿 る

こ との 中 に,彼 等 が 表 現 した 織 物 の模 様 の傾 向 とそ の意 味 す る もの を捉 えて 紹

介 した 。
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懇 談 会

「被服意匠学に関する諸問題」

司 会 京都女子大 ニヒ 井 幸 代

会員各自の研究テーマをもちより,そ れ らの方法論について種々討議 きれ

た。その諸問題は被服に関する流行論,紋 様史,デ ザイン教育等であり,活 発

な惹見がかわされた。

被服部会第4回 研究例会

39年5月2日(土)於 京都女子大学

研 究 発 表

「被服構成学の立場からみた被服デザインについて」

帝塚山女子短大 南 日 朋 子

要旨,被 服は平面的な材料を,立 体的でしか も多くの双曲面 をもった人体に

被覆することによって形態が完成する。

被服形態の分類法には種々あげられているが,構 成の上か らこれをみると,

材料をそのまま覆 っていく方法と,適 当な大 きさにCuttingし それを縫合 し

ていく方法に分けられる。 前者はその美 しさがGatherと かTuck,Drape

等の素材に流れるような線とか,陰 影によって求められ,後 者は被服の上にあ

らわれた線,面 のかねあい,人 体美の表現のしかた等に求められる。今日では

この両者を巧みにくみ合わした被服がその大半を示 している。

このように素材の立体化にはDecorativeな ものとBasicな ものとに分け

られるが,被 服 と人体 との中間空間のあり方によって も被服の表現性ひいては

形態にも大 きく影響す ることはいうまで もない。
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■ 事務局の移転

昭和38年11月 の第5回 大会の議決によりまして従来京都学芸大学 ・特修美術

科にありま した事務局が昭和39年1月18日 付で京都工芸繊維大学,意 匠工芸学

教室に移転 しま した。新事務局の構成は,総 務福永委員,会 誌編集 ・河本委員

で事務一般には野口 ・高橋幹事,会 計事務は中村 ・大橋の両会員があたって居

ります。

■ 新 役 員紹介

京都市立工芸指導所の意匠部長であり,本 学会の委員をして居 られます片山

行雄氏が退官 され,新 らたに小川雄三氏が着任 されました。それで片山委員に

は留任を願い,新 らたに小川氏に委員 を依嘱しましたところ御承諾を得ました

ので7月 よ りお願いしております。

また 大阪方面の役員が少なく会の運営を更に充実強化する意味で 大阪府

立西野田工業高校デザイン科の大竹正道氏を新 らたに幹事として御願いする事

になり7月 より,ご 参劃願 って居 ります。

■ 新入会員紹介

昭 和38年11月15日 以 降 下 記 の方 々 が新 ら し く入 会 され ま した 。

新 入 会 員(順 不 同)

法 人 会 員 ・長 谷 虎 紡 績 株 式 会 社

大 阪市 西 区 江 戸 堀1丁 目35番 地 〔14PO213～0215,0220,4770,

・乃村 工 芸 社

大 阪市 浪 速 区 元 町1の747

。東 京 デ ザ イ ン研 究 所

大 阪市 東 区 森 の 宮 東 之 町545大 阪紙 器 会 館 内(491)9523
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一般会員

氏 名 勤 務 先 住 所

三 上 英 子 近江兄弟社高校 滋賀県近江八幡市魚屋町申73

桑 畑 周 右 ダイハッ工業K.K.豊 中市桜塚本通 り7の76野 口方

鳥屋原 英 雄 佐賀県立有田工業高校 福岡県北九州市八幡区竹下町

・1丁 目

中 島 雅 夫 京都高島屋 豊中市柴原775の1池 田(6)7085

池 本 千代子 京都高島屋 大阪市北区天神橋筋6の37

(351)1501

三 木 久 延 京都市申京区堀川六角下ル

(22)0935

山 内 明 京都市工芸指導所 京都市右京区西京極野田町

上 野 隆 子 京都市右京区太秦蜂岡町30

(86)-0463

菅 谷 吉 雄 早川電機工業K.K.吹 田市片山出口町915の1

松 谷 敬 一 京都産業デザイン研究所 京都市東山区下馬町492

窪 田 耕 一 シン 工゚業K.K.京 都市右京区西京極堤外町12

大川原 千 鶴 四天王寺学園 布施市長瀬吉松38北 後方

細 川 宗 孝 内藤建築事務所 京都市南区東九条南松ノ木町14

森 淳 浪速芸術大学 大阪市阿倍野区文の里4の134

大 橋 乗 保 京都工芸繊維大学 京都市右京区御陵塚ノ越町29

大 橋 千代子 自 営 京都市右京区嵯峨折戸町

高 橋 純 京都女子大学 京都市東山区今熊野北 日吉町

50の14

田 中 絹 江 京都女子大学 京都市東山区渋谷通大和大路

東入ル 松井方
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下 松 郁 孑 守口市八島町27

矢 野 雅 子 帝人K.K.販 売促進部 堺市大美野60の6登 美丘(7)1064

中 西 和 枝 成安女子短期大学 京都市左京区浄土寺西田町

100の3水 原方

今 尾 恵美孑 成安女子短期大学 京都市北区大将軍西町25の3

山 北 栄 寿 神戸船舶装備K.K.神 戸市長田区大谷町3丁 目19

柿 原 信 成安女子短期大学 京都市上京区相国寺北門前町

秋沢方

関 口 正 史 京都市立伏見工業高校 大阪府高槻市天王町119

高槻(5)4627

船 津 英 治 京都市立伏見工業高校 京都市東山区泉涌寺東林町39

小 川 雄 三 京都市工芸指導所 京都市伏見区深草正覚町14

太 田 高 明 兵庫県立龍野実業高校 兵庫県龍野市北龍野

龍野実業高校

前 田 樹 男 松下電工K.K.研 究部 滋賀県大津市上大門町6

太 嶋 捷次郎 東海高熱工業K.K.京 都市東山区今熊野東瓦町695

今 津 玲 子 四天王寺学園高校 大阪府松原市西大塚町163の1

林 英 博 京都市立伏見工業高校 京都市伏見区深草東伊達町74

松 井 清 人 田 京都市伏見区桃山筑前台町15

神 田 美年子 相愛女子短期大学 尼崎市七松神楽56大 阪(401>0192

延 山 吉 郎 京都市中京区六角通新京極東入

桜之町449

金 城 四 郎 東洋棉花株式会社 神戸市葺合区宮本通2丁 目13の4

持 田 総 章 浪速芸術大学 大阪府南河内郡美陵町丹北小山

521
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片 山 功 ミノルタカメラKK堺 市野尻町臼鷺(B)団 地

(技術センター)11号 館105

平 田 汪 洋 京都市左京区吉田本町5の4

'亀 井方(77)4618

松 本 千 巻 大阪市大淀区豊崎西通1の7

学生会員

氏 名 学 校 名 住 所

寺 島 晴 明 京都産業デザイン研究所 兵庫県川西市栄根山の下2の11

柴 田 千代乃 京都産業デザイン研究所 京都市下京区油小路七条下ル

森 茂 雄 京都府宇治市五ケ庄寺界道6

亀 谷 立 二 京都学芸大学 西宮市甲子園町316

八 木 能 成 京都市立伏見工業高校 京都市中京区千本丸太町西入ル

申町41

中 村 克 彦 京都学芸大学 京都市伏見区桃山町立売11の2

山田善一方

酒 井 牧 子 京都学芸大学 京都市伏見区深草関屋敷

京都学芸大学露草寮

窪 田 孝 京都産業デザイン研究所 大阪府高槻市天王町180

中 山 雅 恵 京都学芸大学 京都市上京区相国寺東門前町

広 田 倫 子 神戸大学 神戸市東灘区本山町森454

中 出 貞 雄 京都市東山区本町15丁 目

字北正覚758植 田方

杉 山 八 保 京都産業デザイン研究所 京都市東山区祗園町東富永町

347

松{1嬉 子 京都市北区小山北玄以町10
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清 水 あけみ 天理市川原城町198

馬 場 文 子 神戸市長田区庄山町2の4

嘉祥寺 伸 子 堺市南半町西4丁13

米 谷 京 子 大阪市天王寺区石ケ辻町25の5

早 川 澄 子 大阪市阿倍野区相生通2～9

相生パンション

臼 井 照 彦 京都市下京区西木屋町正面上る

梅湊町95(37)5907

渡 辺 浩 一 京都市左京区上高野川原町2

戸 梶 伸 子 奈良女子大学家政学部 奈良市学園町南3丁 目963

長谷部方(5)1266

桐 川 佳予子 〃 奈良県生駒郡生駒町近鉄旭ケ丘

住宅69の36

■ 会 員 の移動

会員の住所並びに勤務先移転変更された方は下記の通 りです。住所不明の方

がありますので御存知の方は事務局迄お報せ下きい。

氏 名 新 住 所 又 は 新 勤 務 先

石 井 宏 幸 神戸市東灘区魚崎町横屋586の1

金 野 広 吹田市清和園町15番6号 大阪高島屋販売促進部広告課

塩 崎 健 士 堺市日置荘町北町70番地104

瀬 川 隆 広 京都府乙訓郡向日町寺戸岸の下25の109

関 盛 徳 鳥取市立西中学校

高 島 正 江 大阪府池田市玉坂町16
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武 田 恒 夫 京都府乙訓郡向 日町上植野膨上山16小 野別荘

上 屋 一 夫 岡山市原尾島32の5

⊥ 井 幸 代 京都市左京区岡崎天王町76

中 野 正 男 京都市左京区松ケ崎呼返町34

中 村 敬 治 京都市右京区太秦中山町5北 崎方

蓬 菜 公 平 日本輪出雑貨センター神戸支部

増 田 史 郎 八尾市若草町1番24の2

桝 仲 進 京都市北区小山東玄以町5

松 本 るり江 尼崎市東塚口町5丁 目31の1

脇 井 清 市 大阪府河内長野市木戸町257の5

芦 本 雅 子 吹田市高野台2丁 目9番14号

不明の方

稲 垣 華 雪 亀 田 悦 次 武 村 新

■ 会費納入状況

会費納入に就 きましては度々督促を致してお りますが未だ未納の方が多 く

昭和38年 度,会 員総数277名,未 納115名

昭廊39年 度 会員総数315名 未納187名

で良好でなく会の運営や会誌出版等費用もかか りますので御協力を願います。

■ 学会,会 則の一部変更

第5回 大会の議決により会則の一部を変更しました。要点は学生会員の件,
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事務所移転の件会計の振替入金を以て新会員 と認める件で,会 則 を御覧卞き

い。(ゴ シック字体の部分が変更の部分)

関 西 意 匠 学 会 会 則

第1章 総'則

第1条 本会 を関西意匠学会と称する。

第2条 本会の事務所を当分の間,京 都工芸繊維大学工芸学部意匠工芸学教室

に置 く。

第2章 目的及び事業

第3条 本会は意匠に関する会員相互の研究により意匠学 の 進展 を 図ること

を,目 的とする。

第4条 本会は次の事業を行 うことがで きる。

1.各 種研究会の開催。

2.機 関誌その他の編集又は発行。

3.意 匠に関する研究者共同の便宜,利 益を図るための諸活動,及 び

諸事業

4.そ の他本会の目的達成に必要な事業。

第3章 会 員

第5条 本会の会員は正会員,学 生会員,法 人会員,賛 助会員とする。

1.正 会 員 意匠各部門の研究又は従事者であり,会 費を納入す る

者

2.学 生会員 学校在学中の者(但 し卒業後は学生会員としての資格

を喪失する)

3.法 人会員 法人又は団体の名に お い て,本 会の事業に参加す る

者。当該法人に所属する職員5名 以内が,本 会主催の諸集会,各

種研究会に出席することが出来 る。

4.賛 助会員 本会の事業に賛同する後援者

.;



第4章 役 員

第6条 本会に左の役員を置 く。

会 長1名

委 員 若干名

幹 事 若干名

第7条 会長は委員の推薦による。

第8条 委員及び幹事は正会員申より選出し,委 員の互選により委員長1名 を

定める。

第9条 委員会は本会運営の方策を協議 し,幹 事は運営の事務を担当する。

第10条 役員の任期は2年 とする。但し,再 選を妨げない。

第11条 本会は顧問を置 くことができる。

顧問は委員会が推薦 し,会 長これを委嘱す る。

第5章 会 議

第12条 会議は総会及び委員会 とする。総会は年一回これを開 く。別 に委員会

が必要 と認めた場合,又 は,正 会員総数の3分 の2以 上の要求ある時

これを開く。

第13条 総会の決議により会則を変更することができる。

第6章 会 計

第14条 本会の経費は会費及び補助金その他を以ってこれに当てる。

第15条 本会の会計は4月1日 よ り始まり翌年3月31日 終る。

第16条 会費は総会に於て決定する。

正会員 年額800円 学生会員 年額500円 法入会員1口 年3000円

賛助会員 委員会が これを定める。( 、1口年10,000円)

等17条 新会員の場合は振替入金を以って新会員とする。
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